
一般質問

平成２６年（２０１４年）７月２７日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ６

防
災
・
防
犯

 
吉
池
た
か
ゆ
き
議
員（
み
な
）　

臼
犯

罪
発
生
件
数
が
ど
の
程
度
で
あ
れ
ば

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
の
か
。

　

渦
小
・
中
学
校
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
の
際
に
心
配
さ
れ
た
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
等
の
問
題
の
検
証
結
果
は
。

市
長　

臼
具
体
的
な
設
置
の
基
準
等

は
な
い
が
、
市
内
の
治
安
状
況
等
か

ら
、
現
時
点
で
は
不
特
定
多
数
が
往

来
す
る
地
域
で
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
の
必
要
性
は
高
く
な
い
と
考
え
る
。

教
育
長　

渦
要
綱
等
に
基
づ
き
、
管

理
責
任
者
で
あ
る
学
校
長
の
も
と
適

正
に
運
用
し
て
お
り
、
特
に
問
題
に

な
っ
た
事
例
は
生
じ
て
い
な
い
。

  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

臼
消
防 

車
両
進
入
困
難
地
域
等
の
火
災
危
険

地
域
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　

渦
震
災
時
の
火
災
対
策
と
し
て
、

家
庭
用
電
源
の
自
動
遮
断
装
置
へ
の

助
成
が
で
き
な
い
か
。

市
民
の
た
め
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設

置

に

つ

い

て

火
災
予
防
の
た
め
、
市
が

で

き

る

こ

と

は

何

か

市
長　

臼
小
平
消
防
署
か
ら
は
、
消

防
ホ
ー
ス
を
延
長
し
て
消
火
活
動
が

行
え
る
と
聞
い
て
お
り
、
消
防
団
等

へ
は
可
搬
式
の
消
防
ポ
ン
プ
も
配
備

さ
れ
て
い
る
。

　

渦
国
の
中
央
防
災
会
議
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
自
動
遮
断
装

置
の
必
要
性
が
提
言
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
や
都
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

臼
防
災 

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
地
区
単

位
を
考
え
て
い
る
か
。

　

渦
自
治
会
等
の
防
災
・
防
犯
対
策

へ
の
補
助
金
制
度
を
つ
く
れ
な
い
か
。

市
長　

臼
災
害
時
に
市
民
の
避
難
誘

導
等
を
行
う
緊
急
初
動
要
員
を
、
小

学
校
の
学
区
単
位
で
編
成
し
て
お
り
、

本
年
度
は
中
学
校
に
も
配
置
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
消
防
団
で
は
各
分
団

の
出
動
区
域
を
定
め
て
い
る
。

　

渦
自
主
防
災
組
織
に
防
災
資
器
材

の
整
備
や
訓
練
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
主

防
犯
組
織
に
も
活
動
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
。

 
坂
井
や
す
の
り
議
員（
み
な
）　

臼
徘

回
老
人
や
迷
子
の
捜
索
に
防
災
行
政

無
線
を
活
用
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。　

　

渦
通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

市
長　

臼
防
災
行
政
無
線
の
目
的
と

し
て
、
聞
く
側
が
非
常
時
で
あ
る
こ

と
を
強
く
意
識
し
て
行
動
し
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
こ
と

地
区
単
位
の
総
合
的
な

防
災
・
防
犯
対
策
に
つ
い
て

超
高
齢
・
少
子
化
社
会
に
お
け
る
徘
回

老
人
や
子
ど
も
の
安
全
確
保
等
は

道 路
交 通

都市
　整備

か
ら
、
現
時
点
で
は
非
常
時
の
災
害

対
応
に
限
定
し
て
使
用
し
て
い
る
。

教
育
長　

渦
保
護
者
や
地
域
に
よ
る

見
守
り
活
動
の
補
完
的
な
役
割
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
課
題

の
整
理
を
含
め
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
く
。

 
川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

臼
東
京 

街
道
か
ら
横
に
入
る
道
の
入
り
口
の

左
右
に
同
じ
標
識
が
あ
り
、
１
つ
で

十
分
と
思
う
。
道
路
の
規
制
標
識
の

設
置
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

渦
撤
去
す
る
に
は
ど
う
す
る
の
か
。

市
長　

臼
小
平
警
察
署
か
ら
、
道
路

交
通
法
等
に
基
づ
き
わ
か
り
や
す
く

見
や
す
い
場
所
に
必
要
な
枚
数
を
設

置
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

渦
必
要
な
枚
数
が
確
保
さ
れ
て
い

れ
ば
沿
道
住
民
の
同
意
に
基
づ
き
撤

去
が
可
能
だ
が
、
当
該
箇
所
に
つ
い

道
路
の
規
制
標
識
と
道
路
の

整
備
、
管
理
に
つ
い
て

て
は
、
都
の
道
路
拡
幅
工
事
に
よ
り

標
識
の
移
設
が
必
要
に
な
る
と
小
平

警
察
署
か
ら
聞
い
て
い
る
。

 
日
向
美
砂
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
た 

か
の
台
や
小
川
町
一
丁
目
等
を
含
む

Ｂ
地
区
で
の
運
行
に
向
け
た
検
討
は
。

　

渦
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
に
コ
ミ
タ
ク

を
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
は
。

市
長　

臼
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ

り
機
運
の
盛
り
上
げ
に
努
め
て
お
り
、

５
月
に
は
地
域
の
団
体
か
ら
の
依
頼

に
よ
り
説
明
会
を
開
催
し
た
。
引
き

続
き
、
検
討
組
織
の
立
ち
上
げ
に
向

け
た
働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

　

渦
５
月
に
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
の
ひ

ろ
ば
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
子
育

て
世
代
の
方
々
に
も
身
近
な
も
の
と

感
じ
て
も
ら
え
た
と
考
え
て
い
る
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

臼
登
下 

校
時
の
子
ど
も
た
ち
や
歩
行
者
と
自

動
車
等
と
の
接
触
の
危
険
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
地
域
の
交
通

状
況
と
安
全
へ
の
認
識
は
。

　

渦
安
全
対
策
の
現
状
と
今
後
の
対

策
は
。

市
長　

臼
学
園
東
町
地
域
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
交
通
が
往
来
す
る
こ
と
な
ど

か
ら
主
に
出
会
い
頭
で
の
事
故
が
発

生
し
や
す
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
注
意
喚
起
看
板
の
設
置
等
の
各

種
安
全
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
、
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
等
を
踏

ま
え
必
要
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

 
小
野
こ
う
い
ち
議
員（
政
和
）　

臼
青

梅
街
道
駅
踏
切
内
の
事
故
防
止
策
は
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
を

市

内

全

域

に

学
園
東
町
、と
り
わ
け
学
園
東
小
学
校

の
周
辺
等
の
交
通
と
安
全
対
策
は

青
梅
街
道
駅
踏
切
周
辺
に
お
け
る

歩
行
者
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　

渦
西
武
多
摩
湖
線
の
高
架
化
の
検

討
と
調
整
の
状
況
は
。

市
長　

臼
都
に
対
し
て
歩
道
の
拡
幅

や
歩
道
上
の
障
害
物
の
移
設
、
踏
切

拡
幅
改
良
の
早
期
改
善
を
要
望
し
て

い
る
。
今
の
と
こ
ろ
新
た
な
進
展
は

な
い
が
、
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

　

渦
具
体
的
な
検
討
や
近
隣
市
、
鉄

道
事
業
者
等
と
の
調
整
は
進
ん
で
い

な
い
が
、
周
辺
の
都
市
計
画
道
路
の

整
備
に
合
わ
せ
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
継
続
し
て
研
究
し
て

い
く
。

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

臼
鷹 

の
橋
か
ら
西
側
の
玉
川
上
水
緑
道
へ

の
街
路
灯
設
置
の
検
討
状
況
は
。

　

渦
小
平
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

　

号
線
の
開
通
以
降
、
二
中
通
り
へ

１０流
れ
る
車
の
量
が
多
く
な
り
、
危
険

性
が
高
ま
っ
た
と
感
じ
る
が
認
識
は
。

市
長　

臼
こ
の
冬
か
ら
自
然
環
境
調

査
を
行
い
、
一
部
の
区
間
で
照
明
の

試
験
点
灯
の
検
証
を
実
施
す
る
と
都

か
ら
聞
い
て
い
る
。

　

渦
小
川
駅
前
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
の
提
案
で
は
、
二
中
通
り

の
踏
切
よ
り
西
側
の
歩
行
者
や
自
転

子
育
て
世
代
の
視
点
で
歩
行
者

優

先

の

安

全

対

策

を

車
の
通
行
は
常
に
危
険
を
感
じ
る
状

態
と
し
て
お
り
、
市
で
も
こ
の
地
区

の
課
題
と
受
け
と
め
て
い
る
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

Ｂ
地 

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
運
行

へ
の
機
運
の
盛
り
上
が
り
の
認
識
、

及
び
に
じ
バ
ス
運
行
へ
の
要
望
は
。

市
長　

地
域
の
市
民
団
体
か
ら
の
依

頼
に
よ
り
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

運
行
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
検
討
組
織

の
立
ち
上
げ
に
向
け
た
働
き
か
け
を

し
て
い
く
。
ま
た
、
に
じ
バ
ス
運
行

の
要
望
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
が
、
鷹
の
台
駅
周
辺
の
道
路
幅
員

等
の
課
題
が
あ
り
、
具
体
的
な
検
討

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

 
小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
平
成 

　

年
度
に
小
学
校
で
行
っ
た
自
転
車

２５の
安
全
講
習
会
の
状
況
は
。

　

渦
平
成　

年
度
に
自
転
車
を
使
っ

２５

た
講
習
会
の
取
り
組
み
は
あ
っ
た
か
。

教
育
長　

臼
小
学
校　

校
全
校
で
実

１９

施
し
、
そ
の
う
ち　

校
は
屋
外
で
自

１４

転
車
を
使
っ
た
講
習
を
行
っ
た
。

市
長　

渦
年
２
回
行
わ
れ
る
市
民
の

交
通
安
全
教
室
の
中
で
、
児
童
等
を

対
象
に
自
転
車
教
室
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
中
学
校
２
校
で
は
、
交
通
事

故
再
現
型
交
通
安
全
教
室
の
中
で
、

生
徒
に
傘
差
し
運
転
等
の
危
険
な
乗

り
方
を
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。

 
幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

臼
市
役 

所
西
通
り
の
五
日
市
街
道
か
ら
南
の

市
境
ま
で
の
東
側
路
側
帯
は
狭
く
危

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
問
題
を
中
心
に

た
か
の
台
地
域
の
諸
課
題
に
つ
い
て

よ
り
一
層
の
自
転
車
マ
ナ
ー

ア

ッ

プ

を

目

指

そ

う

一
橋
学
園
駅
南
口
周
辺
と
市
役
所

西
通
り
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

険
な
た
め
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

渦
一
橋
学
園
駅
南
口
前
の
交
差
点

の
安
全
対
策
を
要
望
し
た
が
、
そ
の

後
の
対
策
は
。

市
長　

臼
路
側
帯
の
拡
幅
だ
け
で
な

く
、
道
路
の
交
通
環
境
等
を
考
慮
し
、

中
央
線
の
位
置
を
含
め
た
見
直
し
を

検
討
し
て
い
く
。

　

渦
市
役
所
西
通
り
に
自
動
車
運
転

者
等
へ
の
注
意
喚
起
の
看
板
を
設
置

し
た
。
信
号
機
の
設
置
は
交
通
管
理

者
か
ら
困
難
と
聞
い
て
い
る
の
で
、

今
後
も
他
の
対
策
を
協
議
し
て
い
く
。

　

％
の
整
備
率
で
、
現
時
点
で
は
具

４３体
的
な
整
備
計
画
は
な
い
。

　

渦
全
て
の
生
産
緑
地
の
所
有
者
が
、

市
に
対
し
て
一
斉
に
買
い
取
り
の
申

し
出
を
行
う
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

都
市
計
画
施
設
と
し
て
計
画
決
定
さ

れ
て
い
る
生
産
緑
地
に
つ
い
て
は
優

先
し
て
検
討
し
て
い
く
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

臼
鷹
の 

台
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

し
、
地
域
で
の
話
し
合
い
の
場
は
。

　

渦
鷹
の
台
駅
に
東
口
を
開
設
し
た

場
合
の
費
用
と
市
の
負
担
は
。

市
長　

臼
平
成　

年
に
駅
東
口
の
開

１８

設
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
、

平
成　

年
に
は
駅
構
内
と
地
下
自
由

２１

通
路
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
工
事
説
明

会
で
地
域
の
意
見
等
を
聞
い
た
。

　

渦
鉄
道
事
業
者
か
ら
は
約
３
億
円

か
ら
５
億
円
と
示
さ
れ
て
い
る
。
費

用
負
担
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
の

対
象
に
な
ら
な
い
た
め
、
鉄
道
事
業

者
と
の
協
議
に
よ
る
と
考
え
て
い
る
。

 
細
谷　

正
議
員
（
共
産
）　

臼
西
武 

鉄
道
と
の
協
議
の
状
況
は
。

　

渦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
停

留
所
付
近
の
歩
道
と
ガ
ー
ド
パ
イ
プ

の
関
係
性
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

臼
駅
の
東
西
自
由
通
路
等
の

整
備
を
含
め
、
再
開
発
事
業
へ
の
参

画
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。
事
業

へ
の
参
画
は
準
備
組
合
が
検
討
し
て

い
る
事
業
計
画
案
の
中
で
決
ま
る
の

で
、
今
後
も
協
議
を
続
け
て
い
く
。

　

渦
停
留
所
は
小
平
警
察
署
と
協
議

の
上
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

状
況
に
よ
り
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
を
取
り

外
す
場
合
も
あ
る
。

鷹

の

台

駅

周

辺

の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
べ
き

小
川
駅
西
口
地
区
再
開
発
と

周
辺
環
境
な
ど
に
つ
い
て

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
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都
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計
画
公
園
の
現
在
の
整
備
率
と
今
後

の
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備
計
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滑
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京
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を
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葛
家
庭
用
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の
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動
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装
置

葛
青
梅
街
道
駅
踏
切
周
辺
の
歩
道

葛
市
役
所
西
通
り
の
注
意
喚
起
看
板


